
2026年度通常総会資料

日時 2026年2月14日（土）14時から

場所 TKP東京駅カンファレンスセンター

会員各位のご自宅等

一般社団法人 札幌農学同窓会 東京支部



2026年度通常総会議事次第
1. 開会

2. 理事長挨拶

3. 議事録署名人の選出

4. 審議事項

（１） 第１号議案 2025年度事業報告、収支決算及び監査報告

（２） 第２号議案 2026年度事業計画（案）及び収支予算（案）

（３） 第３号議案 2026年度東京支部役員・顧問（案）

（４） その他

5.    報告事項

（１） 会費納入状況

（２） 講演会について

日時：2026年2月14日（土） 14:30〜15:45

講師：小池 聡 先生 北海道大学大学院農学硏究院教授（動物機能栄養学研究室）

演題：「牛の消化管微生物を科学する：環境と調和した持続的乳肉生産に向けた取組」

6. 閉会



【第１号議案】

一般社団法人 札幌農学同窓会東京支部 2025年度事業報告

札幌農学同窓会東京支部として会員相互の交流及び知識の向上を図るため、2025年度において以下の事
業を実施した。

1. 通常総会の開催
• 2025年2月15日（土）、TKP東京駅カンファレンスセンター（中央区八重洲）において、対面方式での会議と
オンライン（Zoom）方式を組み合わせて開催（ハイブリッド方式）した。2024年度の事業報告及び収支決算
報告、監査報告、2025年度の事業計画案及び収支予測案について審議を行った。

2. 理事会の開催
• 1月19日（日）、4月27日（日）、7月11日（金）、9月21日（日）、12月14日（日）の計5回開催した。このうち、4
月と9月はオンライン方式（Zoom）とし、残る3回はハイブリッド方式とした。各種行事の内容検討・準備、会
員への情報提供、本部及び関係組織等の連携等について審議を行った。

3. 講演会等の開催
(1) 総会時講演会

• 2月15日（土）の通常総会に引き続き、同会議室において、小出陽平先生（2003年北海道大学農学部応
用生命科学科卒、北海道大学大学院農学研究員准教授）を講師として講演会を開催した。
• 「リジェネラティブ農業システムの構築と新たな作物開発への挑戦」を演題として、北大が現在注力して
いる「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業(J-PEAKS)」の取り組みの紹介とそれに関連する小出
先生の研究について紹介いただいた。



•参加者は、会場参加24名、オンライン参加17名（登録者）であった。講演会後、講師を囲んで懇親会を
実施した。

(2) 夏の講演会
• 7月26日（土）、ミウラ・ドルフィンズ（渋谷区千駄ヶ谷）において、別所智博氏（1981年北海道大学農学部
農芸化学科卒、農林水産省大臣官房技術統括審議官等を歴任、札幌農学同窓会東京支部支部長）を講
師として講演会を開催した。
• 「令和の米騒動と食料安全保障」を演題として、2024年来問題となっている米の価格高騰のみならず、
短期・長期での米の安定供給の確保など将来の食料安全保障の視点から、要因分析、生産調整、経営
支援など今後の政策のあり方を考えるポイントについて解説いただいた。
•参加者は、会場参加20名、オンライン参加31名であった。講演会後、講師を囲んで懇親会を実施した。

(3) 秋の講演会
• 10月24日（金）、如水会館（千代田区一ッ橋）において、信濃卓郎先生（1986年北海道大学農学部農芸
化学科卒、北海道大学大学院農学研究院作物栄養学研究室教授）を講師として、北大獣医学部同窓会
関東支部との共催で講演会を実施した。
• 「作物と土壌の相互作用から探る新たな農業」を演題として、相互作用が実際に起こっている根圏につ
いての解析や研究の一端に関して説明いただいた。
•農学部関係の参加者は、会場参加20名、オンライン参加18名であった。講演会後、講師を囲んで懇親
会を実施した。



(4) 新会員歓迎会
• 6月21日（土）、パパミラノ東京国際フォーラム店（千代田区丸の内）において、新会員（新卒者）及び若
年層を主たるターゲットとした歓迎会を開催した。
•東京支部における初の試みであったが、新卒者に対する早期の案内、会費設定の工夫、メルマガ等に
よる複数回にわたる呼びかけ等が奏功し、新旧世代の交流に加えて若い世代間の交流を促す場を提供
することができた。
•参加者は41名で過半の22名が2020年以降の卒業生であった。新会員（新卒者）は7名に参加いただい
た。

4. 各種行事への支部代表の派遣
(1) 3月25日（火）、北海道大学農学部大講堂で開催された修了・卒業祝賀会に石﨑副支部長が出席し乾杯
を行った。

(2) 6月27日（金）及び28日（土）に本部主催の行事として親睦園遊会、遠友夏学校、役員・代議員集会が開催
され、別所理事長、岡本理事、尾嶋監事、櫻田顧問、髙橋顧問が参加した。

(3) 11月23日（日）に関西支部主催の「市民公開フォーラム」が大阪府豊中市で開催され、別所理事長、岡本
理事、櫻田顧問が参加した。

5. 各委員会の活動
(1) 札幌農学校普及委員会

• 「札幌農学校」出版助成・普及頒布事業として、農学院での「エルムリーダーシップ学総論」の修士1年生
への配付（約150部）に加え、他の同窓会等への提供（約30部）を行った。



(2) 企画・交流委員会
•支部活動の中核となっている会員間の相互交流及び知識の向上等を目的として、講演会を3回開催し
た。また、今年度は新たに新会員歓迎会を実施することにより、若年層会員へのアプローチの積極化、会
員間交流の深化を図った。
•講師や講演テーマの選定においては、農学部との連携を図るとともに、若手会員の関心にも十分考慮
して進めた。会費の設定にあたっても、新たに措置した同窓会予算の活用により、若年層をディスカウン
トとするなど同窓会活動への参加を促す工夫を行った。
•その他、本部主催の園遊会・遠友夏学校、北大東京同窓会主催のジンパ、関西支部主催の市民公開
フォーラム等の行事に参加し、組織間の連携・交流を図った。

(3) 情報委員会
•支部の各種活動に多様な会員がより多く参加できるよう、通常総会や講演会の開催にあたってはオン
ライン方式を組み合わせて行った。
•会員への情報発信の充実を図るため、北大東京同窓会情報処理委員会と連携を図り、札幌農学同窓
会東京支部ホームページ、メールマガジンを活用するとともに、支部主催行事の参加案内等の機会を活
用してメールアドレス登録数の拡大に努めた。









【第2号議案】

一般社団法人 札幌農学同窓会東京支部 2026年度事業計画（案）

札幌農学同窓会東京支部は会員相互の交流及び知識の向上を図るため、2026年度において次の事業を

行う。

1. 通常総会の開催

2026年2月14日（土）14時00分から、ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンターにおいて、対面方式とオンライン

（Zoom）方式を組み合わせて開催する。

2. 理事会の開催

対面方式とオンライン方式との組み合わせ又はオンライン方式により、概ね2ヶ月毎に開催する。なお、

第1回会合は、2026年1月25日に開催する。

3. 講演会の開催

会員への情報提供の機会として、時宜に適したテーマによる講演会を積極的に実施することとし、第1回

目を2月14日（土）に開催する通常総会の終了後に、北海道大学大学院農学研究院から講師を招聘して

開催する。

さらに、前年度と同様、夏の講演会を開催するとともに、秋期には獣医学部同窓会関東支部と共催で講

演会を開催する。なお、今年度の獣医学部同窓会との共催講演会については、獣医学部側が講師の選

定を行う。



講演会の開催方式については、会員の積極的な参加を喚起するため、対面方式とオンライン方式を組

み合わせて実施するとともに、講演会の開催に際しては、できるだけ懇親会を併せて実施し、会員交流の

促進に努める。

4. 新人歓迎会の開催

昨年度に引き続き、東京地域に就職した今年の修了・卒業生等を対象に、第2回目の新人歓迎会を6月

に開催する。なお、開催にあたっては日程・周知等ついて関西支部と連携を図るとともに、本部の協力を得

て、修了・卒業祝賀会等において広く周知を行う。

新人歓迎会の開催にあたっては、夏の講演会をはじめとする以降の支部行事への参加拡大の契機とす

るため、若手会員の参加促進に配慮した設定とする。

5. 各種行事への支部代表の派遣

3月25日に予定されている修了・卒業祝賀会に、本部からの要請に基づき、東京支部代表を派遣する。

北大農学研究院主催の「札幌アルムニ・レクチャー」について、必要に応じて、東京支部代表の派遣を検

討する。

毎年に開催されている関西支部主催の「市民公開フォーラム」に役員を派遣し、支部間の交流を図る。

6. 各委員会の活動

(1) 札幌農学校普及委員会

「札幌農学校」出版助成・普及頒布事業として、学生・院生、大学関係者等を対象に本書の配付、寄贈を

行う。



(2) 企画・交流委員会
会員の相互交流、知識の向上に貢献できるよう、講演会等の企画及び講師の選定に努めるとともに、支

部活動の活性化に向けて、各種行事の機会を利用して、若手会員や女性会員の参加を促していくことに加
え、農学部の特色を生かした行事の企画を検討する。
本部や関係団体の主催行事への支部代表の派遣を通じて組織間の連携を図る。

(3) 情報委員会
北大東京同窓会情報処理委員会と連繋を図り、札幌農学同窓会東京支部ホームページの充実を図ると

ともに、会員への情報発信を拡充するため、各種行事のオンライン化・ハイブリッド化、メルマガの積極的
配信等を進める。
東京支部会員のメールアドレス登録数の拡大を図るとともに、電子化による会員連絡の対象者数拡大

のため、本部情報担当理事との連繋を強化する。
6. その他

東京支部会員の移動・消息情報の本部への連絡等を通じ、「札幌農学同窓会員名簿」の正確性向上に
協力する。
北大東京同窓会主催のジンパ（例年5月開催）等の行事に参加する等、各種関係団体との連携を図る。







【第3号議案】
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